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主な内容 議会だより/輝け大紀のアスリート/税務

署からのお知らせ/消費税・地方消費税について/ファ

ミリー・サポート・センター事業/参加者募集!!『第13

回美し国三重市町対抗駅伝』/住民票とマイナンバー

カードに旧姓が併記できます/「第17回アビリンピッ

クみえ」参加者募集/『秋の火災予防運動』/「女性の人

権ホットライン」強化週間について/ほか
大宮保育園で運動会が行われ、園児たち

は元気いっぱい頑張っていました。



議会事務局　℡86-2248

第
３
回
定
例
会

　

令
和
元
年
第
３
回
大
紀
町
議

会
定
例
会
が
、
９
月
11
日
に
開

催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
補
正
予

算
、
条
例
改
正
や
請
願
な
ど
を

審
議
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問

　

次
の
と
お
り
議
員
４
名
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

平
見
順
一
議
員

（
１
）
Ｃ
バ
ス
に
つ
い
て

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防

止
の
た
め
に
、
認
知
機
能
検
査

を
厳
格
化
し
た
改
正
道
交
法
が

施
行
さ
れ
、
今
で
は
家
族
の
薦

め
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
が
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
返
納
は
し
た
も
の
の
病
院

で
の
乗
り
遅
れ
、
生
活
必
需
品

の
買
い
物
に
と
不
便
を
来
た
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
議
会
、
一
般
質
問

で
の
町
長
の
答
弁
は
、
前
向
き

に
考
え
、
で
き
た
ら
６
月
ご
ろ

か
９
月
ご
ろ
何
ら
か
の
腹
を
き

め
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
る

と
の
お
答
え
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
に
つ
い
て
、
良
い
お

返
事
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た

い
。

大
東
政
司
議
員

（
１
）
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

①
大
紀
町
の
林
業
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

②「
森
林
経
営
管
理
法
」
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。
―
小

規
模
山
林
所
有
者
の
権
利
を

守
る
た
め
に
。

（
２
）
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

①
毎
年
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て

い
き
つ
つ
あ
る
が
、
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
担
い
手
農
家
を
増
や
し
、
支

援
す
る
方
策
の
強
化
を
求
め

る
。

③
家
族
農
業
を
増
や
す
政
策
の

具
体
化
を
求
め
る
。
―
「
国
連

家
族
農
業
の
10
年
」
に
あ
わ
せ

て

北
出
幸
一
議
員

（
１
）災
害
対
策
に
つ
い
て

　

地
震
や
台
風
時
に
、
被
害
現

場
に
危
険
で
立
ち
入
れ
な
い
場

合
、
情
報
収
集
や
負
傷
者
の
捜

索
等
の
た
め
に
、
小
型
無
人
機

ド
ロ
ー
ン
が
必
要
と
考
え
る
が
、

当
町
と
し
て
導
入
の
考
え
は
な

い
か
。

山
川
和
基
議
員

（
１
）
防
潮
堤
に
つ
い
て

　

津
波
対
策
と
し
て
三
重
県
は

錦
漁
港
の
入
り
口
に
、
西
堤
防

と
南
堤
防
（
計
画
中
）
を
作
り
、

港
内
へ
の
開
口
部
を
60
ｍ
に
狭

め
、
流
入
す
る
海
水
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
で
被
害
を
減
少
さ
せ

る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
大
紀
町
は
こ
の
県
の

堤
防
（
外
堤
防
（
そ
と
て
い
ぼ
う
）

と
呼
ぶ
）
の
内
側
に
、
錦
漁
港
を

二
分
す
る
中
堤
防
を
建
設
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
中
堤
防
、
築

地
堤
防
、
奥
川
水
門
が
一
体
と

な
っ
て
、
外
堤
防
の
内
側
に
内

堤
防
（
う
ち
て
い
ぼ
う
）
を
作
る

計
画
の
よ
う
で
あ
る
。

　

二
重
の
防
潮
堤
が
ど
の
程
度

効
果
が
あ
る
の
か
、
必
要
な
の

か
、
不
必
要
で
は
な
い
の
か
、

巨
額
の
税
金
を
投
入
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
再
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
工
事
の
進
め
方
に
つ
い

て
も
問
い
た
だ
し
た
い
。

①
こ
れ
ま
で
（
２
０
１
９
年
６
月

補
正
ま
で
）に
投
入
し
た
税
金

②
こ
れ
か
ら
予
定
す
る
工
事
と

そ
の
予
算

③
西
堤
防
に
あ
っ
た
灯
台
を
魚

市
場
へ
移
設
す
る
必
要
性
と

か
か
っ
た
経
費

④
奥
川
水
門
を
県
は
凍
結
し
た

が
、
そ
の
理
由
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
か
？

（
２
）
公
共
施
設
の
修
繕
に
つ
い

て

　

昭
和
時
代
に
建
て
ら
れ
た
建

物
は
、
老
朽
化
が
目
立
ち
、
修

繕
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

担
当
課
は
現
状
を
ど
う
把
握
し
、

ど
う
い
う
修
繕
計
画
を
立
て
て

い
る
か
？

　

ち
な
み
に
、
雨
漏
り
で
た
び

た
び
困
っ
て
い
る
大
内
山
Ｂ
＆

Ｇ
学
童
保
育
所
、
大
紀
小
学
校

は
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
迅
速
に

応
急
対
応
し
た
が
、
抜
本
的
な

修
繕
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
？

　

間
弓
集
会
所
も
外
か
ら
見
た

だ
け
で
も
ヒ
ド
イ
が
修
繕
の
予

定
は
？

●
議
案
審
議

　

審
議
結
果
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
平
成
30
年
度
大
紀
町
一
般
会

計
、
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
）
及
び
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
　

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

■
令
和
元
年
度
大
紀
町
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
）補
正
予
算

…
す
べ
て
原
案
可
決

■
大
紀
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

…
原
案
可
決

　

人
事
院
の
「
公
務
員
人
事
管
理

に
関
す
る
報
告
」
に
お
い
て
、
長

時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
の
措

置
と
し
て
、
国
家
公
務
員
は
超

過
勤
務
命
令
を
行
う
こ
と
の
上

限
を
人
事
院
規
則
で
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
町
に
お

い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
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た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

■
大
紀
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
町
民
税
に
係
る
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
拡

大
、
軽
自
動
車
税
に
係
る
環
境

性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
、
ひ
と

り
親
に
対
す
る
非
課
税
措
置
を

定
め
る
と
と
も
に
、
改
元
等
規

定
の
整
備
の
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

令
和
元
年
８
月
11
日
に
野
原

集
会
所
が
竣
工
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
野
原
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
機
能
も
移
転
し
た
た
め
、
本

条
例
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
集
会
所
等
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

令
和
元
年
８
月
11
日
に
野
原

集
会
所
が
竣
工
さ
れ
た
た
め
、

本
条
例
に
追
加
を
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

…
原
案
可
決

　

水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
へ
の

指
定
の
更
新
制
を
導
入
す
る
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
町
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

船
付
線
を
地
域
の
生
活
道
路

と
し
て
一
般
交
通
の
用
に
供
す

る
べ
く
、
町
道
の
路
線
を
変
更

し
ま
し
た
。

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
充
実
を
求
め
る
請
願
書

…
採
択

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

…
原
案
可
決

■
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
策

定
・
実
施
と
教
育
予
算
拡
充
を

求
め
る
請
願
書

…
採
択

■
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
策

定
・
実
施
と
教
育
予
算
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

…
原
案
可
決

■
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

と
就
学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
書

…
採
択

■
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

と
就
学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

…
原
案
可
決

■
防
災
対
策
の
充
実
を
求
め
る

請
願
書

…
採
択

■
防
災
対
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

…
原
案
可
決

■
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書

…
原
案
可
決

第
６
回
臨
時
会

　

令
和
元
年
第
６
回
大
紀
町
議

会
臨
時
会
を
10
月
２
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

〔
防
災
行
政
無
線
同
報
系
操
作
卓

整
備
工
事
〕

…
原
案
可
決

　

予
定
価
格
が
６
，
０
０
０
万

円
以
上
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
が
必
要
な
た
め
、

審
議
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
保
育
の
必
要
性
の
認

定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

…
原
案
可
決

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内

閣
府
令
（
令
和
元
年
内
閣
府
令
第

６
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
本
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負

担
額
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び

経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和

元
年
政
令
第
17
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
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まちの話題まちの話題

　西山貞美氏は、昭和42年から昭和55年の永
きにわたり紀勢町議会議員に就任し、副議長を
勤めるなど、地方自治の発展に尽力されました。
　このたび、その功績が認められ旭日単光章を
受章しました。
　9月2日には、西山さん宅で、谷口町長より
勲記と勲章が伝達されました。

元紀勢町議会議員
西山貞美氏が旭日単光章を受章

谷口町長と西山貞美さんとご家族

　故　西村賢吾氏は、昭和31年から平成14年
の永きにわたり紀勢町職員に就任し、収入役を
勤めるなど、地方自治の発展に尽力されました。
　このたび、その功績が認められ瑞宝双光章を
受章しました。
　9月2日には、西村さん宅で、妻の文江さん
に谷口町長より勲記と勲章が伝達されました。

元紀勢町収入役
故　西村賢吾氏が瑞宝双光章を受章

谷口町長と西村文江さん

とこわかダンスキャラバンin大紀町

　9月6日　七保小学校で、三重とこわか国体・
三重とこわか大会の開催に向け制作した「とこ
わかダンス」を普及させるためダンスキャラバ
ンが訪れました。
 この日は、七保小学校の1年生から3年生の児
童たちが参加し、ダンスインストラクターの分
かりやすい説明で楽しく踊っていました。

１００歳の長寿祝う

　9月17日　谷口町長が、町内の100歳以上
の方々を訪問し、長寿をお祝いしました。
　今年度、町内で100歳以上を迎えるのは、
男性3人と女性19人の22人です。
　町内最高齢者は、111歳の谷口みさ枝さん

（錦）（県内最高齢）、男性最高齢者は、105歳
の藤原茂藏さん（崎）（県内8位）です。
　それぞれの訪問先で、谷口町長が一人一人
にお祝いの言葉と記念品を贈りました。
　皆さん、いつまでもお元気でお過ごしくだ
さい。

谷口町長と大宮園の100歳以上の皆さん
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まちの話題まちの話題

大紀町敬老会

　9月19、20日の両日　町内の70歳以上の方を対象に、敬老会がコンベンションホールで行
われました。
　初日に「七保、滝原、阿曽地区」、2日目に「柏崎、錦、大内山地区」の方を対象に開催され
ました。
　式典では、80歳になられた方に伊勢神宮より延寿杖と延寿湯呑が、88歳になられた方に
町より米寿座布団が社会福祉協議会会長の谷口町長からそれぞれ代表者に贈呈されました。
　また、地域福祉の増進に寄与されたとして、民生委員児童委員の中西満子さんへの感謝状と
多年に渡り、障がい者施設の就労支援に貢献された、有限会社二色電子代表取締役社長　中谷
恭平さん、芦浜産直出荷組合代表　阪口明志さんに感謝状が贈られました。
　式典のあとは、演歌歌手による歌謡ショーや夫婦漫才などのアトラクションがあり、楽し
い1日を過ごしました。

町内男性最高齢者を表敬訪問しました

　9月19日　町内で男性最高齢になられた、藤原
茂藏さん（崎）宅を訪れ、長寿をお祝いしました。
　この日は、105歳のご長寿を迎えられた藤原茂
藏さんの長男孝康さんに谷口町長から表彰状と記
念品が贈られました。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

『MCTV光』サービス開始のご案内
　『ＭＣＴＶ光』サービスが、いよいよ大紀町でもサービス提供開始となります。
　開局（予定）スケジュールは下記のとおりです。

○現在ご利用中のMCTV「同軸サービス」は『光サービス』へ全面移行となります。
○光サービスへ移行完了後に「同軸サービス」は順次サービス終了となります。
○ 移行には、お手続きが必要です。MCTVスタッフや地元代理店などがご説明とお手続きに伺

います。
○自治会など集会所等での受付説明会開催も可能です。お気軽にご相談ください。

問い合わせ　松阪ケーブルテレビ　℡0120-378-990

2019年

10月 滝原

2020年

1月 船木・打見

11月 永会 2月 神原・野原・野添

12月 崎・阿曽・金輪・大内山 3月 柏野・錦・三瀬川
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今
日
（
９
月
21
日
（
土
））
は
、

元
坂
議
長
と
議
会
局
長
の
中
井
玉

貴
君
と
三
人
で
四
日
市
に
向
か
う
。

「
伊
勢
湾
台
風
60
年
の
集
い
・
み
え
」

に
参
加
。

　

鈴
木
英
敬
知
事
の
挨あ

い

拶さ
つ

に
始
ま

り
、
黙も

く

祷と
う

、
式し

き

辞じ

、
献け

ん

花か

を
す
る
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
伊

勢
湾
台
風
の
教

き
ょ
う

訓く
ん

か
ら
学
ぶ
べ
き

こ
と
」
と
題
し
て
、
三
重
大
学
の

水
木
千
春
先
生
（
み
え
防
災
・
減

災
セ
ン
タ
ー
助
教
）
の
司
会
も
よ

か
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
（
男
性
三

名
と
女
性
一
名
）
北
勢
の
方
々
の

経
験
談
も
実
の
あ
る
内
容
だ
っ
た

の
で
良
か
っ
た
。

　

四
日
市
の
「
暁

あ
か
つ
き

高
等
学
校
合

唱
部
」
に
よ
る
「
群ぐ

ん

青
じ
ょ
う

」
は
、
福

島
県
南
相
馬
市
の
子
供
達
東
日
本

大
震
災
で
離は

な

れ
ば
な
れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
仲
間
の
事
を
思
い
、
何な

に

気げ

な
く
口
に
出
し
た
り
、
作
文
に

し
た
り
し
た
内
容
を
、
教
師
の
小

田
美
樹
先
生
が
書か

き
留と

ど

め
て
曲
を

つ
け
た
歌
で
あ
る
。「
花
が
咲
く
」

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
東
日
本
大
震
災
の

復ふ
っ

興こ
う

支し

援え
ん

の
為
に
企き

画か
く

制せ
い

作さ
く

し
た

作
品
で
あ
る
。
短
い
時
間
で
あ
っ

た
が
、
久
し
振
り
に
実
の
あ
る
会

合
で
あ
っ
た
。

　

「
福
島
県
南
相
馬
市
」
と
聞
く
と
、

私
も
50
才
で「
旧
町
長
選
挙
」で「
野

に
下
っ
た
時
に
」
友
人
に
誘
わ
れ
、

数
え
切
れ
な
い
程
の
馬
を
、
貴
賓

席
で
見
せ
て
頂
い
た
事
を
思
い
出

す
。
同
行
し
た
の
は
錦
の
男
達
20

数
名
程
で
あ
っ
た
？

60
年
前
を
振
り
返
る
と
「
伊
勢

湾
台
風
」
の
５
日
前
に
怪け

我が

を
し

て
錦
へ
帰
っ
て
い
た
。
高た

か

潮し
お

で
釜

土
町
や
洲
崎
町
で
、
遅
く
逃
げ
た

人
達
は
、「
腰
ま
で
高
潮
が
来
て
い

た
」（
一
度
ト
ー
ク
で
載の

せ
た
と
思

う
が
？
）
釜
土
町
の
「
お
り
か
屋
」

の
横
に
小
学
校
へ
の
道
路
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
張
り
で
あ
っ
た
）「
70
年

前
は
私
達
の
遊
び
場
で
あ
っ
た
」

彼
の
名
前
は
、「
学
校
通
り
」
今
も

健
在
で
あ
る
。「
高
潮
も
津
波
も
通

行
止
で
あ
る
」

　

現
在
の
魚
市
場
は
当
時
は
網
干

し
場
で
あ
り
、新
堤
防
付つ

け
根ね

（
大

明
神
橋
の
下
）
の
部
分
は
50
メ
ー

ト
ル
程
壊
れ
、
大
堤
防
の
向
井
で

は
南
側
に
定
置
網
漁
に
使
う
木も

く

船せ
ん

を
入
れ
る
納な

屋や

が
あ
り
、
納
屋
も

木
船
も
壊こ

わ

れ
た
。
漁
師
の
皆
さ
ん

は
、
あ
く
る
朝
か
ら
夕
方
ま
で
懸け

ん

命め
い

に
毎
日
、
後
片
付
け
を
し
て
い

た
と
聞
く
。お
陰
で
死
者
は
無
か
っ

た
事
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
翌
日
に
左
腕
が
曲
が
っ

た
ま
ま
、
自
分
が
責
任
を
持
っ
て

居い

る
現
場
、
旧
南
島
町
の
阿
曽
と

鳥
羽
市
の
神
島
に
帰
る
。
10
日
ほ

ど
経た

っ
た
日
に
、
上
着
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
手
を
入
れ
る
と
、
茶
封
筒
に

二
百
円
が
入
っ
て
い
た
。（
亡
母
は

（
こ
う
り
）
に
着
替
え
と
二
百
円
を

入
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

あ
れ
か
ら
60
年
が
過
ぎ
る
。
今

考
え
る
と
「
感か

ん

慨が
い

無む

量
り
ょ
う

」
で
あ
る
。

　

四
日
市
で
「
伊
勢
湾
台
風
60
年

の
集
い
・
み
え
」
を
済
ま
せ
。
昼

食
は
亀
山
イ
ン
タ
ー
で
済す

ま
せ
、

元
坂
議
長
と
総
務
課
の
堀
江
健
次

君
と
滝
原
の
本
庁
で
別
れ
、
議
会

局
長
の
中
井
君
と
大
内
山
区
に
あ

る
「
大
内
山
酪
農
」
が
５
ケ
年
掛か

け
て
工こ

う

場
じ
ょ
う

拡か
く

大だ
い

の
為た

め

に
東
側
に

あ
っ
た
町
道
（
幅
５
米
）
を
西
側

に
移
し
た
い
旨
を
２
年
程
前
か
ら

谷
川
原
組
合
長
か
ら
聞
い
て
い
た
。

私
は
「
町
道
を
移
す
時
は
協
力
す

る
」
60
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
雇こ

用よ
う

を
考
え
て
の
約や

く

束そ
く

で
あ
っ
た
。

６
月
議
会
で
可か

決け
つ

す
る
。
埋
め
立

て
は
県
に
頼
み
、
大
内
山
川
の
堆た

い

積せ
き

土
砂
を
利
用
す
る
。（
建
設
課
長

の
小
倉
秀
康
君
の
働
き
）

　

も
う
一
つ
の
踏と

う

査さ

地ち

は
先
週
の

台
風
の
影え

い

響
き
ょ
う

を
受
け
て
、
大
内
山

の
小
川
口
区
の
右う

岸が
ん

に
あ
る
「
千

年
杉
」
が
、
三
本
あ
る
内
の
大
き

な
一
本
（
直
径
１
８
０
セ
ン
チ
）

が
大
内
山
川
に
横よ

こ

倒だ
お

し
に
な
り
、

「
下
流
の
橋は

し

桁げ
た

を
壊こ

わ

す
危
険
を
考

え
」
森
林
組
合
に
頼
み
大
木
を
伐ば

っ

採さ
い

中
ち
ゅ
う

の
現
場
に
行
き
、
小
雨
の
中
、

大
内
結
森
林
組
合
長
も
来
て
い
た

の
で
亀
山
イ
ン
タ
ー
で
買
っ
た
赤

福
を
10
人
分
（
３
時
な
の
で
腹
が

減
っ
て
る
と
思
い
）
差
し
入
れ
を

す
る
。
10
年
前
に
「
谷
口
さ
ん
！

大
内
山
区
の
為
に
あ
の
三
本
の
杉

だ
け
は
、あ
ん
た
が
守
っ
て
く
れ
！

頼た
の

む
」
自
然
災
害
と
は
言
え
辛つ

ら

い
。

「
乾
さ
ん
に
は
伝
え
る
べ
き
か
？
」

迷ま
よ

っ
て
い
る
。

９
月
21
日
（
土
）
自
宅
に
て

　

今
朝
は
６
時
に
起
床
、
９
時
半

に
本
庁
を
出
る
。
名
古
屋
駅
で
弁

当
を
買
う
。
県
町
村
会
の
奥
村
局

長
と
合
流
。
11
時
37
分
発
の
ひ
か

り
４
６
４
号
に
久
し
振
り
に
乗
る
。

「
東
海
４
県
の
会
長
会
議
」
に
出
席

す
る
為
で
あ
る
。
今
年
は
静
岡
県

の
町
村
会
の
当
番
で
あ
る
。

　

熱
海
に
着
い
た
の
は
昼
の
１
時

甘
辛
ト
ー
ク

甘
辛
ト
ー
ク

蝶
々
の
ひ
と
り
ご
と

第92回第92回

過
ぎ
だ
っ
た
。
稲
取
の
宿
は

「
銀ぎ

ん

水す
い

」
で
あ
っ
た
。
全
国
町

村
会
の
武た

け
い居

事
務
総
長
（
総

務
省
出
の
方
）
も
参
加
す
る
。
３

時
間
の
会
議
を
こ
な
し
、
夜
は
懇こ

ん

親し
ん

会か
い

に
出
て
、「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

」
を
す

る
。
あ
る
会
長
曰い

わ

く
「
全
国
町
村

会
で
は
、
谷
口
会
長
は
怖
い
！
と

思
っ
て
い
た
が
、
ビ
ー
ル
も
飲
む

の
で
す
ね
ぇ
」「
わ
し
は
、
酒し

ゅ

豪ご
う

な

の
で
あ
る
」
11
名
で
大
笑
い
す
る
。

稲
取
は
秋
に
な
る
と
錦
か
ら
漁
師

さ
ん
達
10
名
程
が
鰤ぶ

り

大お
お

敷し
き

網あ
み

（
定

置
網
漁
業
）
に
「
出で

稼か
せ

ぎ
」
に
行
っ

た
所
で
有
る
。
40
年
程
前
に
会
社

の
慰い

安あ
ん

旅
行
に
行
っ
た
折
に
寄
っ

た
事
は
あ
る
。（
亡
き
両
親
の
叔お

父じ

や
錦
の
人
達
で
だ
っ
た
）「
実
の
あ

る
２
日
で
あ
っ
た
」

９
月
25
日
（
木
）（
静
岡
県
の
宿
に
て
）

日に

本ほ
ん

男だ
ん

子し

も
捨
て
た
も
の
で
な

い
。
ラ
グ
ビ
ー
の
日
本
チ
ー
ム
は

ロ
シ
ア
を
倒
し
、
一
昨
日
に
は
イ

ギ
リ
ス
の
従い

と

こ

兄
弟
の
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
を
19
対
12
で
撃げ

き

破は

す
る
（
相
手

は
優
勝
候
補
だ
っ
た
）
巨
人
軍
も

４
年
ぶ
り
で
セ
・
リ
ー
グ
の
優
勝

を
す
る
。
日
本
一
を
祈
る
！

令
和
元
年
９
月
29
日
（
日
）

（
町
長
室
に
て
）

　

大
紀
町
長　

谷　

口　

友　

見

「
伊
勢
湾
台
風
60
年
の集い•

み
え
」

「
天
晴
れ
！
日
本
ラ
グ
ビ
ー
」
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くらしの情報

輝け大紀のアスリート！輝け大紀のアスリート！
大紀町在住・出身の人たちが色々な大会で、輝かしい活躍をしています。
皆さん、これからも応援よろしくお願いいたします。
▼水泳
　○第71回三重県中学校学年別水泳大会（8月24日）
　・阪本　礼遠（大紀SC・大宮中3年）　男子3年生の部 400ｍ自由形　　　4位
 100ｍバタフライ　2位
　・藤原　彩花（大紀SC・大紀中3年）　女子3年生の部 100ｍバタフライ　2位
 200ｍ自由形　　　4位
　・中村　心風（大紀SC・大紀中1年）　女子1年生の部 100ｍバタフライ　8位
▼陸上
　○第58回三重県高等学校新人陸上競技大会（9月21日・22日）
　・前田　響（柏崎地区出身・松阪商業2年） 男子砲丸投げ　3位
　・谷口　梨瑠（錦地区出身・松阪商業2年） 女子砲丸投げ　3位
 女子ハンマー投げ　5位
　・大谷　小恋（錦地区出身・伊勢学園2年）　女子4×400ｍリレー　5位
　※上記3名は、愛知県で行われる東海高等学校新人陸上選手権大会の出場権獲得

問い合わせ　教育委員会　℡72-4040

大紀町郷土資料館見学会のご案内大紀町郷土資料館見学会のご案内
　大紀町郷土資料館を地域のみなさまに開放します。
　大紀町郷土資料館には、昭和17年からの新聞が保管されており、過去の出来事や歴史につい
て知ることができます。自分が生まれた当時、一体どんな出来事があったのか、知ることがで
きます。
　この機会にぜひお越しください。
と き 令和元年11月10日（日）　午前9時～午後4時まで
と こ ろ 大紀町郷土資料館（滝原2503番地1）

内 容

資料展示の見学と説明
○郷土の歴史展示・・・・昔の生活用具・農業用用具・娯楽の品々
○地域の文化品展示・・・獅子頭・神楽面・能面等の品々
○文化遺産展示・・・・・樋ノ谷遺跡・長者野遺跡・野後遺跡等の出土品

申 込 等 申込み不要・参加費無料

問い合わせ　教育委員会　℡72-4040

特別展開催のお知らせ特別展開催のお知らせ
令和改元記念考古資料から見た大紀町令和改元記念考古資料から見た大紀町

－神武天皇御東征の上陸地と皇大神宮別宮「瀧原宮」の鎮座地－－神武天皇御東征の上陸地と皇大神宮別宮「瀧原宮」の鎮座地－
【講演会】

と き 令和元年10月23日（水）　午後5時～午後6時30分
と こ ろ 皇學館大学6号館622教室
講 師 皇學館大学名誉教授　岡田　登
演 　 題 「考古資料から見た大紀町」

【皇學館大学大学祭「倉陵祭」展示】
と き 令和元年10月26日（土）・27日（日）　午前10時～午後5時
と こ ろ 皇學館大学2号館233教室

問い合わせ　皇學館大学 岡田　℡090-7913-9613
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くらしの情報

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
　令和元年分　年末調整等説明会・所得税の青色決算等説明会を次のとおり開催します。
●年末調整等説明会
開催月日 開催時間 開催場所 対象地域

11月15日
（金）

午前10時～午後0時10分
伊勢市生涯学習センター　
いせトピア（多目的ホール）
伊勢市黒瀬町562-12

伊勢市（二見町・小俣町・御
薗町を除く）

午後2時～午後4時10分
伊勢市（二見町・小俣町・
御薗町）・鳥羽市・玉城町・
大紀町・度会町・南伊勢町

11月20日
（水）

午後2時～午後4時10分
志摩市磯部生涯学習セン
ター（多目的ホール）
志摩市磯部町迫間878-9

志摩市

※いずれの日に出席していただいても構いません。

●所得税の青色決算等説明会
開催月日 開催時間 開催場所 対象地域

11月20日（水）午後2時～午後4時
志摩市磯部生涯学習センター

（研修室）
志摩市磯部町迫間878-9

志摩市

11月21日（木）午後2時～午後4時
伊勢市生涯学習センター　　
いせトピア（多目的ホール）
伊勢市黒瀬町562-12

伊勢市・鳥羽市・玉城町・
大紀町・度会町・南伊勢町

※いずれの日に出席していただいても構いません。
※ 所得税の青色申告決算書等は、年明け後に確定申告書用紙等と同時に送付されます。ただし、

確定申告書等に代わり「確定申告のお知らせ」が届いた方で、青色申告決算書等用紙が必要な
場合は、恐れ入りますが国税庁ホームページから出力していただくか、税務署の窓口でお受
け取りください。

消費税軽減税率制度等説明会のご案内消費税軽減税率制度等説明会のご案内
　令和元年10月1日から、消費税及び地方消費税の税率が8％から10％に引き上げられると同時
に、消費税の軽減税率制度が実施されています。

開催月日 開催時間 開催場所

11月15日（金）
午前10時～午前11時
午後2時～午後3時

伊勢税務署（大会議室）（定員50名）
伊勢市岩渕1丁目2-24

11月20日（水）午前10時～午前11時30分
志摩市磯部生涯学習センター（多目的ホール）
志摩市磯部町迫間878-9

11月21日（木）午前10時～午前11時30分
伊勢市生涯学習センター　いせトピア（多目的ホール）
伊勢市黒瀬町562-12

12月11日（水）
午前10時～午前11時
午後2時～午後3時

伊勢税務署（大会議室）（定員50名）
伊勢市岩渕1丁目2-24

※いずれも、同様の説明内容です。
　事前申込みは不要ですが、会場の収容人員の都合によりご参加いただけない場合もあります。
　駐車場のスペースが限られていますので、できるだけ乗り合わせでお越しください。

問い合わせ　伊勢税務署　℡0596-28-3191

7広報たいき10月号（№176）



くらしの情報

消費税・地方消費税についての大切なお知らせです消費税・地方消費税についての大切なお知らせです

ご存知ですか？「地方消費税」とその役割

　私たちが一般に「消費税」と言っているのは、消費税（国税）と地方消費税（都道府県税）

を合計したものです。

　また、地方消費税収入の2分の1は、市町に交付されています。

　2019年10月から、消費税率（消費税率＋地方消費税率）は、次のように引き上げられま

した。

※ 引き上げ分の地方消費税収入は、全て子育てや医療・介護など、地域における社会保障

のために使われます。

８％
消費税…6.3％

地方消費税…1.7％
10％

消費税…7.8％

地方消費税…2.2％

引上げと同時に、軽減税率制度が実施されました

　「酒類・外食を除く飲食料品」、「定期購読契約が締結された週2回以上発行される新聞」

には、軽減税率（8％）が適用されます。

○軽減税率対象 （8％）・・・  飲食料品（食品表示法に規定する食品）、テイクアウト・宅配

等、有料老人ホーム等で行う飲食料品の提供

○標準税率対象（10％）・・・  酒類、外食、ケータリング等、医薬品・医薬部外品等

問い合わせ　伊勢税務署　℡0596-28-3191

市町・県による地方税の共同滞納整理の実施市町・県による地方税の共同滞納整理の実施

　大紀町を含む南勢志摩地域の3市4町と伊勢県税事務所では、今年度の地方税滞納対策として、

11月から12月を「滞納整理強化期間」としました。

　この期間は、納期限までに納めていただいていない方に対し、税の公平性を保つため、地方

税法などで定められた滞納処分を積極的に実施します。

問い合わせ　【町税について】　　税務課　℡86-2215
　　　　　　【国保税について】　住民課　℡86-2217
　　　　　　【県税について】　　伊勢県税事務所　納税課　℡0596-27-5127
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くらしの情報

提供会員養成講座 受講者募集提供会員養成講座 受講者募集

度会郡・大台町ファミリー・サポート・センター事業度会郡・大台町ファミリー・サポート・センター事業
（大紀町・玉城町・度会町・南伊勢町・大台町）（大紀町・玉城町・度会町・南伊勢町・大台町）

　ファミリー・サポート・センター事業とは、子育てを助けて欲しい方（依頼会員）と子育て
のお手伝いが出来る方（提供会員）をコーディネートする事業
です。
　子どもが好き、子どもと関わる活動がしたいと思っている
方は、是非この機会に提供会員養成講座を受講してください。
　また、子育て中の方や、お孫さんを預かっている方で、子
育てに役立つ基礎知識を学びたい方も受講できます。
　※依頼会員と提供会員を兼ねることもできます。

【令和元年度　提供会員養成講座内容】

日程 講座内容 講 師（敬称略） 時間

11／1
（金）

開講式・オリエンテーション 担当アドバイザー 9:50～10:00

提供会員の役割と心得 秋山　則子： 三重県子どもNPOサポート
センター副理事長 10:00～12:00

小児看護の基礎知識 岡田　まり： ㈱ジェネラス訪問看護ステー
ションほたるいせ管理者 13:00～16:00

11／2
（土）

子どもの権利 田部眞樹子： 三重県子どもNPOサボート
センター理事長 12:30～14:30

子どもの遊び 山野　栄子：ユマニテク短期大学教授 14:45～16:45

11／11
（月）

保育の心 堀川　美子：育児支援アドバイザー 10:00～12:00

子どもの栄養と食生活 馬場　啓子：管理栄養士（元大学教授） 13:00～16:00

11／23
（土）

子どものけがの予防と応急処置 富内　直美： 日本赤十字社三重県支部看
護師 9:30～12:30

心の発達/障害について 山口　昌澄： 高田短期大学こども学科教授 13:30～16:30

11／24
（日）

身体の発達と病気 花田　　基：花田小児科院長 9:30～12:30

講座をふりかえって
（グループで話し合い）

大台町担当者
秋山　則子： 三重県子どもNPOサポート

センター副理事長
13:30～16:30

会則・活動記録等の説明 担当アドバイザー 16:40～17:10

会　　場：大台町健康ふれあい会館 （多気郡大台町粟生1010 　電話：0598-83-3500）
対 象 者：大紀町・玉城町・度会町・南伊勢町・大台町内および近隣市町に在住する
　　　　　20歳以上の方で、受講後に提供会員として登録していただける方
募集人員：30名（先着順）
受 講 料：無料（ただし、テキスト代2,500円は受講者負担となります。）
　　　　　※今回、講座日程のすべてを一度に受講できない方は、ご相談ください。
託　　児：ご希望の方は、事前にお申し込みください。（無料）

問い合わせ　（特）三重県子どもNPOサポートセンター　
　　　　　　みえ子育て支援・緊急サポートネットワーク　
　　　　　　南勢志摩地域センター　℡0596-23-3938
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くらしの情報

参加者募集!!　『第13回美し国三重市町対抗駅伝』参加者募集!!　『第13回美し国三重市町対抗駅伝』

県内各市町間の交流とスポーツ意識の高揚を目的に、「第13回美し国三重市町対抗駅伝」が
開催されます。大紀町では、代表選手として出場していただける方を募集します。

ただいま　大紀ランニングクラブメンバー募集中!!
　いつも一人で走っているけれど、みんなで練習してみたい！みんなで大会に参加したい！
そして、みんなで「たすき」をつないで美し国三重市町対抗駅伝に出場したい！という方は
是非お集まりください。
　みなさんのご予定に合わせて参加できる時に練習、大会に参加して一緒に走りましょう。

ご参加いただける方、詳しく知りたい方や質問がある方は、下記までお気軽にご連絡ください。
多数のご参加をお待ちしております！

申込み・問い合わせ　教育委員会　生涯学習課　℡72-4040

【締切り日】　令和元年11月29日（金）

【と　き】　令和2年2月16日（日）　午前8時45分スタート　※雨天決行
【コース】　県庁前（津市）～「三重交通G　スポーツの杜　伊勢」（伊勢市）10区間　42.195km
【募集区分及び人数等】
　　1区　小学生5・6年生女子 1.28km　　　 6区　ジュニア男子（※2） 6.36km
　　2区　小学生5・6年生男子 1.85km　　　 7区　一般女子（※3） 2.89km
　　3区　中学生女子 3.83km　　　 8区　20歳以上女子（※4） 3.43km
　　4区　中学生男子 5.58km　　　 9区　ジュニア女子（※2） 5.45km
　　5区　40歳以上男子（※1） 4.60km　　　10区　20歳以上男子（※4） 6.925km
　　◎各区間2名（選手1名、補欠1名）
【参加資格】
◇ 大紀町に在住または勤務している方とし、小・中学生、ジュニア、大学生は保護者の居住地

から出場が出来ます。（詳細はお問い合わせください）
◇他県・他市町在住の者であっても、出身中学校が大紀町内であれば出場が出来ます。
　（※1）40歳以上男子とは、昭和55年4月1日以前に生まれた方。
　（※2）ジュニアとは、平成12年4月2日～平成16年4月1日までに生まれた方。
　（※3）一般女子とは、平成19年4月1日以前に生まれた方。
　（※4）20歳以上とは、平成12年4月1日以前に生まれた方。

知っていますか？建退共制度知っていますか？建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む
中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳
に貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、
いわば業界全体の退職金制度です。

問い合わせ　建退共　三重支部　℡059-224-4116

※ 詳しいことは、建退共のホームページに、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りた
い情報が記載されています。ぜひ、アクセスしてご覧ください。

加入できる事業主・・・建設業を営む方
対象となる労働者・・・建設業の現場で働く人
　　　　　　掛金・・・日額310円
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2019年11月5日（火）からスタート！2019年11月5日（火）からスタート！
住民票とマイナンバーカードに旧姓が併記できます住民票とマイナンバーカードに旧姓が併記できます

　11月5日（火）からその人の過去の戸籍上の氏（旧姓）が、住民票とマイナンバーカードに旧姓
欄が加わり、旧姓の併記を希望すれば、追記が可能となります。
　この事により、保険、携帯電話の契約や銀行口座が旧姓のまま引き続き使え、就職・転職時など、
仕事の場面でも旧姓で本人確認ができます。
　手続きは、戸籍謄本等が必要となります。
　マイナンバーカードに旧姓の併記を希望の方は、マイナンバーカードをご持参下さい。

問い合わせ　住民課　℡86-2217

～11月1日から狩猟期間となります～～11月1日から狩猟期間となります～
　三重県内では狩猟が次の期間実施されます。
　ニホンジカ・イノシシ・・・11月1日から翌年3月15日まで
　ニホンジカ・イノシシ以外の狩猟鳥獣・・・11月15日から翌年2月15日まで

【一般の方へのお願い】
　野山に入る際は、注意をお願いします。
・ 銃猟をする人（ハンター）は、明るいオレンジ色などの帽子や上着を着用しています。万が一

の事故防止のため、農作業やハイキングなどで野山に入る際は、できるだけ目立つ服装やラ
ジオなど音の出る機器を使用するなどして、ハンターへ自分の存在を知らせるようにお願い
します。

・ 狩猟は「銃猟」だけでなく、「網猟」や「わな猟」でも行われます。「網」や「わな」には標識が付け
られていますので、「網」、「わな」の仕掛けには近づかないでください。

【狩猟者の方への注意事項】
・ 法律を遵守し、狩猟のマナーを守って、絶対に事故を起さないようにしてください。

問い合わせ　農林課　℡86-2246

はかりの定期検査についてはかりの定期検査について
　取引や証明用に使用するはかりは、2年に1度の検査が必要です。このため三重県計量検定所
では次のとおり定期検査を実施します。
●日程

地区 月日 検査時間 検査場所
七保 11月11日（月） 午前10時～午前11時30分 七保支所

滝原・阿曽 午後1時30分～午後3時 滝原公民館
錦 11月12日（火） 午前10時30分～正午 紀勢老人福祉センター

柏野・崎 11月13日（水） 午前10時～午前11時30分 コンベンションホール
大内山 午後1時30分～午後3時 大内山支所

●手数料
　はかりの種類や能力によって異なります。支払いは現金でお願いします。
●検査対象の計量器
　①商店・露店などの商品売買用　　　　　　　②病院・薬局などの調剤用
　③病院・学校・福祉施設などの体重測定用　　④生産者の生産物販売・出荷用
　⑤工場・事業所などの材料購入・製品販売用　⑥農協・漁協などの物資集荷・出荷用
　⑦運送・宅配業などの貨物運賃算出用

問い合わせ　三重県計量検定所　℡059-223-5071
　　　　　　商工観光課　　　　℡86-2243
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「第17回アビリンピックみえ」参加者募集「第17回アビリンピックみえ」参加者募集
　障害者が日ごろ培った技能を互いに競い合うことにより、その職業能力の向上を図るととも
に、企業や社会一般の人々が障害者に対する理解と認識を深め、その雇用の促進を図ることを
目的として開催します。

問い合わせ　（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
　　　　　　三重支部　高齢・障害者業務課　　　　　℡059-213-9255

と き 令和元年11月30日（土）　9時30分～

と こ ろ ポリテクセンター三重（四日市市西日野町4691）

競技種目
パソコン文章作成・パソコン表計算・電子機器組立・喫茶サービス・ビルクリー
ニング・製品パッキング・オフィスアシスタント

参 加 料 無料

生活援助従事者研修の受講生募集生活援助従事者研修の受講生募集
　福祉・介護職場の人材不足を改善するため、離職者の方を対象に生活援助従事者研修を行います。

問い合わせ　三重県社会福祉協議会　℡059-227-5160

募 集 期 間 令和元年10月21日（月）～令和元年11月29日（金）（必着）
研 修 期 間 令和元年12月13日（金）～令和2年2月13日（木）
受 講 場 所 三重県社会福祉会館（津市桜橋2-131）

応 募 要 件
三重県に住民登録している離職者の方で、概ね70歳未満の方
研修修了後、福祉・介護職場で働ける方

募 集 定 員 39名（応募者多数の場合は抽選）
受 講 料 無料（テキスト代は自己負担）

元気アップ教室のお知らせ～元気に日常生活を過ごすために～元気アップ教室のお知らせ～元気に日常生活を過ごすために～
　「最近足腰が弱くなってきて転びやすくなった」など日常生活に不安のある方が、元気に自立
した生活が続けられるよう、理学療法士が皆さんの状態をお聞きして、日常動作の機能アップ
をサポートします。

問い合わせ　健康福祉課　℡86-2216

実施期間：令和元年12月10日（火）～令和2年3月10日（火）
　　　　　週1回火曜日　全12回　※全12回参加できる方
と　　き：午前10時～午前11時まで
と こ ろ：滝原公民館（滝原1030番地1）
対 象 者：大紀町にお住いの65歳以上の方で、ご相談により教室への参加が必要と思われる方
料　　金：無料
定　　員：10名
送　　迎：あり
参加方法：令和元年11月8日（金）までに、健康福祉課へお申し込みください。
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11月9日（土）から11月15日（金）までは、『秋の火災予防運動』11月9日（土）から11月15日（金）までは、『秋の火災予防運動』
～ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心～～ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心～

☆空気が乾燥しています、火気の取扱いには十分注意しましょう
☆住宅用火災警報器を取り付けましょう

問い合わせ　紀勢地区広域消防組合　消防本部予防課　℡0598-82-3613

FAXで119番通報ができますFAXで119番通報ができます
　紀勢地区広域消防組合では、FAXによる119番通報を受信できるように
なりました。
　聴覚や音声機能の障害をお持ちの方または何らかの理由により電話での
通報をする事が困難な方はご利用してください。
　また、当組合において通報様式を各消防署窓口またはホームページから
ダウンロードできますのでご利用ください。

問い合わせ　紀勢地区広域消防組合通信室　℡0598-82-3611

「生き生き楽しい作品展」開催のお知らせ「生き生き楽しい作品展」開催のお知らせ
三重県退職教職員互助会伊勢度会地区が「生き生き楽しい作品展」を開催します。
会員(退職・現職)とその家族及び伊勢・度会地区小中学校児童生徒の合同作品を展示いたします。

問い合わせ　三重県退職教職員互助会　℡059-226-5235

と き
令和元年11月16日（土）　午前9時30分～午後4時
令和元年11月17日（日）　午前9時30分～午後3時

と こ ろ いせ市民活動センター（外宮前）

オータムコンサートのご案内オータムコンサートのご案内
　公益社団法人伊勢法人会は、社会貢献の一環として伊勢市の高校生に出演していただき、「オー
タムコンサート」を開催します。

問い合わせ　公益社団法人伊勢法人会　℡0596-28-5665

と　 き 令和元年11月24日（日）　午後1時30分
と こ ろ シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢
内 容 合唱・吹奏楽による伊勢の高校生がおくるオータムコンサート
入 場 料 無料
定 員 1,000名
出 演 伊勢・伊勢学園・伊勢工業・皇學館各高等学校
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くらしの情報

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間について全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間について
　夫やパートナーからの暴力、職場等におけるセクシュアル・ハラスメント、ス
トーカー行為といった女性をめぐる様々な人権問題についての相談を受け付ける
専用の電話相談窓口です。
　相談は、法務局職員又は人権擁護委員がお受けします。
　また、相談は無料で秘密は厳守します。

期 間 令和元年11月18日（月）～11月24日（日）までの7日間

時 間 午前8時30分～午後7時まで（土曜日・日曜日は午前10時～午後5時まで）

相談番号 0570-070-810（全国共通）

問い合わせ　津地方法務局人権擁護課　℡059-228-4193

11月は「労働保険適用促進強化期間」です11月は「労働保険適用促進強化期間」です
　厚生労働省では、11月を「労働保険適用促進強化期間」と定め全国的に広報を行うほか、三重

労働局では、一般社団法人全国労働保険事務組合連合会三重支部と連携して、労働保険の未手

続事業場を戸別訪問する等により、加入促進を図っています。

問い合わせ　三重労働局総務部労働保険徴収室　℡059-226-2100

労働保険とは

　労働保険とは、「労災保険（労働者災害補償保険）」と「雇用保険」の総称であり、政府が管理・

運営している強制加入保険です。農林水産業の一部を除き、労働者（パートやアルバイトな

ども含みます）を一人でも雇用している場合、事業主又は労働者の意思の有無にかかわりな

く必ず加入することが法律で定められています。

労災保険とは

　業務上の事由又は通勤による労働者の負傷、疾病、障害又は死亡等に対して、迅速かつ

公正な保護をするため、必要な給付を行うこと等を目的とした制度

雇用保険とは

　労働者の生活及び雇用の安定を図るとともに、失業した際、再就職を促進するための能

力の開発・向上等の各種の援助を行う等を目的とした制度

労働保険の加入手続きをしないままでいると…

　事業主が「故意」又は「重大な過失」により労災保険の加入手続を行わない、いわゆる未手

続の期間中に生じた事故について労災給付を行った場合は、さかのぼって保険料等を徴収

する他に、保険給付額の40％又は100％を事業主から徴収します（費用徴収制度）。
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こんにちは保健師ですこんにちは保健師です
11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

　児童虐待は、子どもの健やかな発育・発達を損ない、心と体に大きな悪影響を与えます。し
つけと称して、子どもを叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長の助けにならないばか
りか、悪影響を及ぼしてしまう恐れがあります。児童虐待の未然防止・早期発見・早期対応は
社会全体で取り組むべき課題です。

〇児童虐待とは
　児童虐待には、身体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的虐待があります。

乳幼児揺さぶられ症候群
　赤ちゃんが泣きやまないからといって激しく揺さぶると、見た目にはわかりにくいですが、
頭（脳や網膜）に損傷を受け、重い障害が残ったり、命を落とすこともあります。どうしても泣
きやまない時は、赤ちゃんを安全なところに寝かせて、その場を少しの間でも離れ、まずは自
分をリラックスさせましょう。

〇子どもを虐待から守るための5カ条

・おかしいと感じたら迷わず連絡 （通告してください）
・「しつけのつもり」は言い訳 （子どもの立場に立って判断しましょう）
・ひとりで抱え込まない （あなたにできることから即実行しましょう）
・親の立場より子どもの立場 （子どもの命を最優先しましょう）
・虐待はあなたの周りにも起こりうる （特別なことではありません）

〇子どもの虐待に関する相談窓口
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだときには、
児童相談所や健康福祉課に連絡、相談してください。

・児童相談所全国共通3桁ダイヤル・・・１
いちはやく

８９
　お住まいの地域の児童相談所に電話をおつなぎします。
　一部のIP電話からはつながりません　※通話料がかかります
　※連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

〇大紀町子育て世代包括支援センター「たいきっこ」
　「たいきっこ」は健康福祉課内にあります。妊娠、出産、子育てに関する様々な相談に応じます。
　悩みや不安があれば、一人で抱え込まず相談してください。

～189（いちはやく）　ちいさな命に　待ったなし～～189（いちはやく）　ちいさな命に　待ったなし～
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ヘルシー食生活通信

みんなで考えるみんなで考える ””食品ロス”食品ロス”

～　できるところから始めてみましょう　～

☆皮ごと大根もち☆☆皮ごと大根もち☆

　“食品ロス”とはまだ食べられるのに廃棄される食品のことをいい、日本は大量に食料を廃棄
し経食品ロスを生み出している国の一つです。日本ではお茶碗約1杯分（国民1人1日当たり）の
食品ロスを出してる一方、全世界人口のうち9人に1人は飢えに苦しんでおり、食の不均衡が問
題となっています。1人ひとりの心がけで社会や環境のためにも賢い選択をしましょう。

食品ロスを減らす10か条
□　買い物前に、自宅の戸棚や冷蔵庫にある食品の種類と量を確認する
□　空腹の状態で買い物に行かない
□　買い物では、すぐ食べるものは手前（賞味期限が近いもの）から取る
□　「期間限定」や「数量限定」、まとめ買いに注意する
□　調理の時、食材を使い切る
□　残った料理は別の料理に変身させる
□　賞味期限は美味しさの目安、五感を使って判断する
□　外食時に注文しすぎない
□　食べきれる量を調理する

【材料と分量（2人分）】
大根 1/4本
大根の葉っぱ 適宜
小麦粉 大さじ1
片栗粉 大さじ2
油 小さじ1

しょうゆ 小さじ2
砂糖 小さじ1
みりん 小さじ1
水 小さじ1

ヘルスメイト

【 作り方 】
① 大根は皮ごとすりおろし、軽く水けを絞り、葉っぱは刻ん

で混ぜる。
② ①に小麦粉、片栗粉を入れて混ぜ、4等分にし平らな円形に

する。
③しょうゆ、砂糖、みりん、水は混ぜておく。
④ 熱したフライパンに油をひき、②の両面を焼いて、③を入

れて絡める。

食材使い切りレシピ

【1人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂　質 塩　分
100kcal 1.6g 2.2g 0.9g
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●成人健康相談　（時間は受付時間です）
　持ち物　健康手帳

▼大宮
7日（木）
午後 1 時～午後 2 時 ふるさと館

27日（水）
午前 9 時30分～午前10時15分 出谷集会所
午前10時45分～午前11時30分 中村集会所
午後 1 時30分～午後 2 時 神原集会所
午後 2 時30分～午後 3 時 打見構造改善センター

▼紀勢
1日（金）
午前10時～午前10時30分 高岡会館
午前11時～午前11時30分 紀勢老人福祉センター
午後 1 時30分～午後 2 時30分 福羅会館

13日（水）
午前 9 時30分～午前10時 柏野生活改善センター
午前10時20分～午前10時50分 中里・栃ヶ久保集会所
午前11時10分～午前11時40分 コンベンションホール
午後 1 時15分～午後 2 時 米ヶ谷コミュニティセンター
午後 2 時30分～午後 3 時 三ヶ野生活改善センター
午後 3 時20分～午後 3 時50分 柏崎公民館（旧駅前会館）

日時等に変更がある場合は行政チャンネルで
連絡いたします

●妊婦・産婦・育児相談
　母子健康手帳をご持参ください。
14日（木）　午前10時～午前11時30分
　　　　　子育て支援センター　きらり

10月は「臓器移植普及推進月間」です
　臓器移植は、臓器の機能が著しく低下し、移植によってのみ、その回復が見込まれ
る人に対して行う医療で、臓器の提供者はもとより、広く社会に理解と支援があって

成り立つ医療です。
　臓器移植が拡がっていくためには、わた
したち一人ひとりが、臓器提供について考
え、家族と話し合い、自分の臓器提供に関
する意思表示をしておくことが大切です。
　運転免許証や健康保険証、マイナンバー
カードの意思表示欄で意思表示が可能で
す。ぜひご自分の意思を記入しておきま
しょう。

問い合わせ　（公財）三重県角膜・腎臓バンク協会　℡059-224-2333
　　　　　　（平日　午前8時30分～午後5時15分）

虹の丘　従業員募集
職　　種：介護職員
勤 務 地：大紀町滝原873番地　虹の丘
時　　間：8:30～17:30、16:30～翌9:00のシフト制
　　　 　※詳細は面談時にご説明します。
給　　与：214,000円～263,000円（夜勤手当等含む）
待　　遇：社会保険、交通費、制服貸与
　　　　 ※賞与は当社規程により支給
　　　　 ※夜勤手当1回10,000円
　　　　 ※通勤が難しい方、送迎も致します。
問い合わせ　
　あゆみ診療所　℡0598-86-3111　担当：田川

（臓器提供意思表示カード)
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1月の納税など1月の納税など

　町県民税
　国民健康保険税
　介護保険料
　後期高齢者医療保険料
　水道料金

10月の納税など 町のすがた　9月末現在

人口 8,399人

男 3,979人

女 4,420人

世帯数 4,021戸

行事・催し物のご案内 

11月11日～17日は「税を考える週間」です

問い合わせ 伊勢税務署　℡0596-28-3191

　国税庁では、毎年11月11日から17日を「税を考える週間」として、国税庁ホー
ムページで様々な情報を提供していますのでぜひご覧ください。

イベント名 と　き ところ

瀧原宮大祭 令和元年10月27日（日）　午前9時～ 瀧原宮周辺

この機会に、税について考えてみませんか！

詳しくは・・・

度会町役場まちづくり推進課問い合わせ ℡0596-62-2423
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トロピカルガーデン

温水プール・ジム割引券（大紀町）


